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題

名 
R8C/L3xx グループ タイマ RE の記載内容の補足、訂正 情報分類 技術情報 

適

用

製

品 

R8C/L35A、L35B、L35C、L35M グループ 
R8C/L36A、L36B、L36C、L36M グループ 
R8C/L38A、L38B、L38C、L38M グループ 
R8C/L3AA、L3AB、L3AC、L3AM グループ 

対象ロット等 

関連資料  
−− 

上記適用製品において、タイマ RE の記載内容を訂正および追加します。 

一部機能のない製品もありますので、ご使用の製品のユーザーズマニュアル ハードウェア編でご確認ください。 

 

１．タイマ RE リセットビット(TRERST ビット)の記載内容訂正 (R8C/L35M、R8C/L36M、R8C/L38M、R8C/L3AM 

グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編(R01UH0110JJ0100)の例) 

 

 

 

 

 

 上記訂正内容は、アウトプットコンペアモード時も同様です。 

このビットを“1”にすると次の状態になり、タイマ RE 制御回路も初期化します。なお、このビットを"1"にした後

は、"0"にしてください。 
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２．タイマ RE 使用上の注意事項の記載内容訂正 (R8C/L35M、R8C/L36M、R8C/L38M、R8C/L3AM グループ ユーザーズ 

マニュアル ハードウェア編(R01UH0110JJ0100)の例) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のタイマ RE 関連レジスタおよびビットは、ハードウェアリセット、パワーオンリセット、電圧監視 0 リセット、

ウォッチドッグタイマリセットまたはソフトウェアリセットによりリセットされません。電源投入後は不定となるた

め、TRERST ビットに"0"を設定した後、以下のレジスタおよびビットを初期設定してください。なお、TRERST ビッ

トを“1”にすると、以下のレジスタおよびビットをすべて“0”に初期化し、タイマ RE 制御回路も初期化します。TRERST

ビットを"1"にした後は、"0"にしてください。 

 

該当レジスタおよびビット 

TRESEC、TREMIN、TREHR、TREWK、TRECR2 レジスタ 

TRECR1 レジスタの TCSTF、INT、TRERST、PM、H12_H24、TSTART ビット 
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３．アウトプットコンペアモード時の設定例の追加 

 

 

TRECR1のTRERST=1

TRECR1のTRERST=0

TREIC←00h

タイマRE関連レジスタとビットおよび
タイマRE制御回路の初期化

TRECR1のTOENA=0 タイマREクロック出力禁止

TREICの設定

TRECR1のTOENA=1 タイマREクロック出力許可
(必要な場合)

TREMINの設定 コンペアデータの設定

TRECR2←X0000000b
(X：0または1)

タイマRE割り込み禁止

割り込み優先レベルの選択

アウトプットコンペアモードに設定
コンペア一致割り込み許可/禁止の選択

タイマRE動作停止

TRECR1のTCSTF=0?

TRECR1のTSTART=0

TRECR1のTSTART=1

TRECR1のTCSTF=1?

タイマRE動作開始

TRECSR←0XXX0XXXb
(X：0または1)

アウトプットコンペアモードに設定
カウントソース選択
クロック出力選択

 

 

 

以上 


